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〈
編
集
後
記
〉 

  

『
稿
本
近
代
文
学
』
第
四
二
集
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

 

今
集
は
論
文
二
本
に
加
え
、
近
代
部
会
の
先
輩
方
の
ご
著
書
の
書
評
を
二
本

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
執
筆
者
の
皆
様
は
じ
め
、
査
読
や
校
正
に
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

紙
媒
体
か
ら
リ
ポ
ジ
ト
リ
上
で
の
公
開
に
移
行
し
て
、
今
集
で
二
集
目
に
な

り
ま
す
。
ほ
ぼ
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
先
集
か
ら
や
や
作
業
に
慣
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
り
、
執
筆
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
編
集
作
業
を
す
る
ま
で
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
謎
技
術
（
ル

ビ
の
縦
中
横
化
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）
が
、
デ
ー
タ
化
対
応
の

た
め
編
集
部
内
で
蓄
積
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
集
以
降
の
編
集
担
当
の
力

量
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

リ
ポ
ジ
ト
リ
化
に
伴
い
論
文
ご
と
に
分
割
し
て
公
開
さ
れ
る
関
係
で
、
こ
の

奥
付
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
る
方
は
、
紙
媒
体
の
頃
よ
り
も
多
く
は
な
い
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
と
も
皆
様
よ
り
忌
憚
な
き
ご
意
見
・
ご
批
判
を
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
ご
投
稿
に
つ
き
ま
し
て
も
、
次
頁
の
投
稿
要
領
を
ご

覧
の
う
え
、
連
絡
先
宛
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

（
胸
組
） 

    

 

〈
第
四
二
集
執
筆
者
紹
介
〉 

佐
々
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岳 

筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
教
育
研
究
科 

教
科
教
育
専
攻
国
語
教
育
コ
ー
ス
一
年
次 

植
田 

理
子 

淑
徳
大
学
非
常
勤
講
師 

章 
 

瑋 
 

筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人
文
社
会
科
学
研
究
科 

文
芸
・
言
語
専
攻
日
本
文
学
領
域
二
年
次 

堀
下 
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筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
人
文
社
会
科
学
研
究
科 

文
芸
・
言
語
専
攻
日
本
文
学
領
域
一
年
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今
回
、
査
読
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
は
以
下
の
と
お
り
で
す
（
名
前
順
）
。 

五
十
里
文
映
（
二
〇
〇
五
年
度
修
了
）、
馬
場 

美
佳
（
二
〇
〇
三
年
度
修
了
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〈
投
稿
要
領
〉 

 

一
、
『
稿
本
近
代
文
学
』
は
広
く
日
本
近
現
代
文
学
に
関
す
る
学
術
論
文
を
掲

載
し
ま
す
。 

一
、
項
目
は
、
「
論
文
」「
寄
稿
・
書
評
等
」
を
基
本
と
し
ま
す
。 

一
、
分
量
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
項
目
に
つ
い
て
も
と
く
に
規
定
を
設
け
ま

せ
ん
。
但
し
「
論
文
」
は
一
万
二
千
～
一
万
六
千
字
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

換
算
三
〇
～
四
〇
枚
）
程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。 

一
、
締
め
切
り
は
、
毎
年
度
一
二
月
末
で
す
。 

一
、
投
稿
を
希
望
す
る
項
目
名
を
指
定
の
上
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
編
集
部
ま

で
メ
ー
ル
・
郵
送
等
に
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
論
文
末
に
執
筆
者
の

ご
所
属
・
肩
書
等
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
つ
く
ば
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
「
そ
の

他
の
寄
与
者
」
欄
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
）
。 

一
、
「
論
文
」
に
つ
い
て
は
、
一
名
以
上
に
よ
る
査
読
を
行
い
、
掲
載
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。
査
読
に
つ
い
て
は
査
読
者
名
を
公
開
す
る
記
名
式
で
す
。

査
読
は
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
近
代
部
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
行
い
ま
す
。 

一
、
掲
載
に
あ
た
り
、
執
筆
者
に
よ
る
校
正
は
二
回
ま
で
と
し
ま
す
。 

一
、
『
稿
本
近
代
文
学
』
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
管
轄
の
「
つ
く
ば
リ
ポ

ジ
ト
リ
」
に
よ
っ
て
公
開
し
ま
す
。
公
開
時
期
は
当
該
年
度
の
三
月
末
で
す
。

リ
ポ
ジ
ト
リ
上
で
の
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
、
英
文
タ
イ
ト
ル
、
要
旨
・
抄
録
の

公
開
も
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

一
、
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
編
集
部
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

〈
連
絡
先
〉 

「
筑
波
大
学
日
本
文
学
会
近
代
部
会
『
稿
本
近
代
文
学
』
編
集
部
」 

郵
送 

〒
３
０
５
―
８
５
７
１ 

つ
く
ば
市
天
王
台 

筑
波
大
学
大
学
院 

人
文
社
会
科
学
研
究
科 

文
芸
・
言
語
専
攻
内 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

kouhon.tsukuba@
gm

ail.com
 

 

公
開
サ
イ
ト
「
つ
く
ば
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
内 

「
学
内
定
期
刊
行
物
（https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/?page_id=78

）
」

→
「
稿
本
近
代
文
学
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稿
本
近
代
文
学
第
四
二
集 

二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
発
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筑
波
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学
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文
学
会
近
代
部
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波
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学
大
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院
人
文
社
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研
究
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文
芸
・
言
語
専
攻
内 

馬
場
研
究
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